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世界最先端の水素情報を発信！ 「水素先端世界フォーラム2010」

～ 参加者・参加国過去最多！水素社会実現を先導する地域戦略を紹介 ～

 

○ 福岡県・福岡水素エネルギー戦略会議※１では、「環境にやさしい水素エネルギー社会※

２」を実現するため、(1)九州大学を中核とした世界最先端の「研究開発」、(2)「福岡水素タウン

※３」「水素ハイウェイ※４」をはじめとした先導的な社会実証、(3)全国唯一の「水素人材育

成」、(4)「水素エネルギー新産業の育成・集積」、(5)「世界最先端の水素情報拠点の構築」を柱

とした『福岡水素戦略（Hy-Lifeプロジェクト）』を展開しています。 

 

○ このたび、世界最先端の水素情報拠点活動として、(独)産業技術総合研究所、九州大学と

共催で２月３日～４日に「水素先端世界フォーラム2010」を開催します。 

このフォーラムは、世界的な研究開発拠点である産業技術総合研究所『水素材料先端科学研

究センター』の研究成果をはじめ、水素に関する最新の情報を発信する唯一の世界フォーラム

で、今年４回目を迎えます。 

 

○ ２月３日（水曜）午前は「水素エネルギー社会実現に向けた世界の地域戦略」と題し、日・

米・欧の三極を代表する地域から、世界を先導する戦略・取り組みを紹介します。 

 

○ 日本を代表する福岡県・福岡水素エネルギー戦略会議からは、水素エネルギーの開発・普

及を総合的に推進する世界最先端の「福岡水素戦略（Hy-Lifeプロジェクト）」を紹介します。 

欧州を代表する「ドイツＮＲＷ州」からは、３５０機関が参加する欧州最大の産学官連携組織

「Fuel Cell and Hydrogen Network ＮＲＷ」が取りまとめた、水素エネルギー実用化戦略を紹介

します。 

北米を代表する「カナダ水素・燃料電池協会」からは、来週１２日から始まるバンクーバーオリ

ンピックに向け整備された「水素ハイウェイ」の取り組みなどを紹介します。 

 

○ ３日午後には、九州大学と産業技術総合研究所『水素材料先端科学研究センター』から生

まれた最新の研究成果が発表され、さらに翌４日（木曜）は、場所を九州大学伊都キャンパス

に移して、個別研究テーマごとに活発な議論が行われます。 

 

○ 参加者、参加国は回を追うごとに増え、今回は、過去最多の４５０名（海外２２カ国６１名）が

「水素の拠点ふくおか」に結集します。 



・第１回 ３２０名（海外 ５カ国１２名） 

・第２回 ４００名（海外１０カ国１５名） 

・第３回 ４２０名（海外１３カ国３４名） 

・第４回 ４５０名（海外２２カ国６１名） 

 

○ 福岡県では、戦略会議と連携して、今後とも「福岡水素戦略」を強力に推進し、先端成長産

業である水素エネルギー・燃料電池分野の育成・拠点化を実現します。 

 

 

※１：福岡水素エネルギー戦略会議  

水素の製造、輸送・貯蔵から利用までの一貫した研究開発や社会実証、全国唯一の人材育成

などに取り組む全国最大の産学官連携組織（2004年8月発足）。 

2010年2月1日現在、576企業･機関が会員として参加。 

会長は、新日本製鐵株式会社 黒木 啓介（くろき けいすけ）代表取締役副社長。 

 

※２：水素エネルギー 

｢水素｣を、｢酸素｣と反応し得られるエネルギー。 

生成物は「水」のみで、利用段階で二酸化炭素を全く発生しないことから、地球温暖化対策の

切り札として期待。 

 

※３：福岡水素タウン 

家庭用燃料電池を集中的に設置する世界最大の「水素タウン｣。 

新日本石油株式会社，西部ガスエネルギー株式会社と共同し、糸島市（旧前原市）の「南風台

(みなかぜだい)団地」「美咲(みさき)が丘団地」の150世帯を対象に、ＬＰガスを燃料とする家庭

用燃料電池を平成20年度に設置。約４年間にわたり省エネ効果などを検証。 

100世帯を超える規模で家庭用燃料電池を集中設置するのは、世界初の取り組み。 

 

※４：水素ハイウェイ 

福岡～北九州間において、次世代自動車として期待される燃料電池自動車・水素エンジン車

の実証走行を可能とするため、「九州大学水素ステーション（福岡市西区元岡，九州大学伊都

キャンパス内）」「北九州水素ステーション（北九州市八幡東区東田）」を整備。 

｢水素・燃料電池実証プロジェクト（ＪＨＦＣプロジェクト）｣と連携して、水素供給並びに普及啓発

活動を実施。 

国等と連携して、将来的には、東京への延伸を目指す。 

 

 

～開催概要～ 

 

会 期： 

平成２２年２月３日（水曜）～２月４日(木曜) 

 



場 所： 

２月３日 グランドハイアット福岡（福岡市博多区住吉1-2-82 キャナルシティ博多内） 

２月４日 九州大学伊都キャンパス 

 

主 催：福岡県、福岡水素エネルギー戦略会議 

独立行政法人 産業技術総合研究所、国立大学法人 九州大学 

 

行事次第： 

【２月３日（水曜）】 

9時30分～ 9時50分 「開会式」（日英同時通訳あり） 

主催者挨拶：産業技術総合研究所 矢部 彰 理事 

九州大学 有川 節夫 総長 

福岡水素エネルギー戦略会議 松村 幾敏 副会長（新日本石油(株)） 

来賓挨拶 ：経済産業省資源エネルギー庁 飯田 健太 燃料電池推進室長 

 

9時50分～12時 講演「水素エネルギー社会実現に向けた世界の地域戦略」（日英同時通訳あ

り） 

水素エネルギー社会の実現に向けた、日米欧の先進的な地域戦略を紹介。 

講 師： 

（日本）福岡県・福岡水素エネルギー戦略会議 麻生 渡 福岡県知事 

（米国）カナダ水素・燃料電池協会 代表兼ＣＥＯ ジョン・Ｗ・タック氏 

（欧州）Fuel Cell and Hydrogen Network NRW 代表 アンドレア・ズィオレック博士 

 

12時50分～17時10分 講演「水素研究の最前線」 （日英同時通訳あり） 

「福岡水素タウン」「水素ハイウェイ」の発表 

HYDROGENIUSを中心とする最新の研究開発動向の発表。 

発表者：米国エネルギー省 水素供給プログラム･マネージャー モントレー・ガーディナー博士 

HYDROGENIUS招へい研究者等 

 

17時30分～19時 レセプション 

乾杯挨拶 ：九州経済産業局 橘高 公久 局長 

中締め挨拶：イリノイ大学ペトロス・ソフロニス教授 

 

＊ ロビーには、福岡での取り組みを紹介する展示ブースを設置 

 

 

【２月４日（木曜）】 

HYDROGENIUS 研究チーム毎の研究ワークショップ、九大研究施設見学 

 










